
『卒業生』入場！

第３５回浜山中学校卒業証書授与式
春の穏やかな日差しの中、

第３５期１５０名の

卒業生が巣立っていきました。

Sky highSky high ～翼を広げて～～翼を広げて～
はばたけ、浜中生！これからも、応援しています！
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静かな体育館に、皆さんの返事をする凛とした声が響き渡りました。一五〇名の卒業生の
皆さん、卒業おめでとう。
私は、今年一年、皆さんと学校生活を送ってきました。その中で、皆さんには、ものごと
を前向きに捉え、考えて、対話し続ける姿勢があると感じていました。
中学校三年間は、とても多感な時期です。人との関係や将来の進路に悩んだりする時期で
あると同時に、自分の信じることにがむしゃらに進んでいける、エネルギーに満ちた時期
でもあります。
この時期が、活動に様々な制限が加わる時期と重なりました。「どうして、こうなるの？」
とか「一体、どうすればいいの？」と嘆いたこともあったと思います。それでも、皆さん
は、そのときの状況を受け止め、「今できる精一杯のことをしよう」と、ある時は一人で考
え、ある時はみんなで考え、考えて、考えて、対話して、そして、結論を出してきました。
体育祭がそうでした。文化祭もそうでした。制限が加わるたびに、状況が変化するたびに、
皆さんは、「よし、じゃあ、こうしてみよう」と気持ちを切り替え、前向きに捉え、一人で、
そしてみんなで、考えて、考えて、対話して、結論を出してきました。考えても、考えて
も、何が正解か大人でもわからない状況でも、「主体的に学び 心豊かに たくましく生きる
生徒」である、浜山中学校の皆さんだからこそ、このような姿勢で取り組めたのだと、私
は思っています。
皆さんが活躍する未来は、制限されることは今より少なくなると思います。ですが、人工
知能や仮想現実の活用など、今まで以上に、変化の激しい時代になることは想像できます。
暗記していれば正解が導けるような、簡単な課題はどんどん少なくなり、正解などまだ銀
河にもないような、そんな課題にばかり直面するようになるかもしれません。そんな時、
逆境でもへこたれず、前向きに捉え、みんなで考えて、考えて、対話して、結論を導き出
すことで、解決に向かえると思っています。
皆さんが、このような姿勢で取り組めたのは、もう一つの力が備わっていたからだと思い
ます。「考えや気持ちを、言葉にして伝える力」です。
生徒総会での執行部の発言や各学級代表の質問、大会前の激励会での各部の部長のあいさ
つ、また、日々の授業での振り返りや感想などを聞いたり読んだりして、皆さんの考えや
思いが、たくさんの言葉で語られていることにいつも感心していました。
短い言葉や文字ではなく、たくさんの言葉で伝え合ってきたからこそ、正解のない課題で
も、より多くの人が納得する結論を導き出せたのだと思います。これからも、どうか、た
くさんの言葉をみんなで紡ぎ、考えて、考えて、対話する姿勢をもち続けてほしいと思っ
ています。
卒業生の皆さん、あなたたちが、「希望」と「夢」の翼を広げ、未来に向かって、空高く
舞い上がっていくことを信じています。
最後に私も、気持ちを言葉で皆さんに伝えます。
これまで、本当に、ありがとう。
皆さんのこと、大好きです。
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